
尾道市立瀬戸田小学校

改善計画

7月 1月

主体的な学びの推進

アンケートの実施（前期），国
語科の学習にて全学年でルーブ
リック評価（後期）を実施し，
児童の「振り返り」を充実，分
析する

アンケートの肯定的評
価，ルーブリック評価
B以上の割合

80% 75% 80 B

・子供達が主体的に学びに取り組める
よう，全校共通で意欲や課題を感じる
活動を設定し，単元を計画した。自分
の意見を積極的に伝えたり，友達と協
働的に学ぶ姿が見られた。
・全体的な傾向として，対話を通し
て，情報を比較・分類したり，関連づ
けたりしながら考ようとする意識が高
まっている。
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・達成値が伸びています。自分の思いを進
んで表現する児童が増え，話し合い活動が
充実していきますように。
・たのしく興味をひく授業は自ずと児童の
「その先をもっと学びたい」という意欲に
つながると思います。
・結果及び改善計画に期待しています。主
体的な学びになるように頑張ってくださ
い。

・児童が根拠をもって意見を形成した
り，進んで自分の思いを表現したりでき
るように，児童の意欲を高める課題設定
を引き続き行い，思考ツールや話し合い
活動を充実させていく。
・児童につけたい「根拠をもって表現す
る力」をもとに，各単元のめざす姿を具
体的に設定し，主体的に学びに取り組む
姿を育てる。

基礎学力の定着

・国語科の授業研究・研修を１
人２回以上実践
・モジュール学習を導入した基
礎学力の定着

・標準学力調査の平均
点が全国平均以上の学
年の割合
・国語科単元末テスト
８０点以上の児童の割
合

100％

80％

ー

72%
90 B

・全クラスでモジュール学習に取り組
むことができた。
・低学年では目標値を達成できている
が，中高学年では，得点率が低くなる
傾向がある。問題を正しく読み取れて
いない。文意に対応していないという
実態が見られる。
・時間内に解ききれない，問題の形式
に慣れていないなどの課題も明らかに
なった。
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・正しく読み取り，考え，表現する力の育
成は，地道な積み重ねと継続が要ります。
多様な指導方法で語彙力，読解力を高める
取組に敬服です。
・全国調査問題のような問題を時々扱って
みるとよいと思います。

・根拠を示しながら自分の意見を表
現したり，解釈したりする読解力を
つけるため，言語活動の設定や思考
ツール活用を通して，意見の作成多
様な考えの交流・深化やモジュール
や辞書引きを活用した語彙力向上を
めざす。
・学力補充の時間を設定し，問題の
解き方や見方を指導し，素早く読み
取る練習を行う。

学習規律の定着
授業開始・終了時の立腰・挨拶
の統一と徹底

授業開始のチャイムま
でに着席・整列してい
る児童の割合

100% 84% 84 B

・全体的にどの学年も時計やチャイム
を意識して行動できる児童が多くい
る。また，委員会の放送も忘れず行っ
ていたり，休憩前に教師が声をかけた
りすることで児童の意識付けになって
いる。
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今までどおりには難しい面もある。教師の
声かけが児童には意識づけになっているよ
うに担任と児童との信頼関係をより築く取
組になると思います。
・時間を守る取組はとっても大切だと思い
ます。

・取り組み期間だけでなく，日頃か
らチャイム席が当たり前になるよう
指導を継続していく。
・規則正しい生活習慣確立の継続し
た指導も行っていく。

気持ちのよい挨拶の励行

自分から進んで，誰に
でもはっきりと挨拶す
ることができる児童の
割合

80% 79% 99 B

・児童会や６年生が中心となって，挨
拶運動に取り組むことができた。「あ
いさつの木」を教室に掲示して成果を
視覚化したり，頑張ったクラスを放送
で伝えたりした。低学年は９０％以上
と高かったが，学年が上がるにつれ自
分から進んで挨拶できる児童の割合は
ばらつきがあった。
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・学校内では挨拶がよくできていると思う
が，校外では難しい。
・「あいさつの木」がぐんぐんと茂ってい

顔です。低学年の挨拶に，地域の人は元気
をもらっています。

・挨拶のレベルを少しずつ上げなが
ら，どのような活動を実施していく
か，６年担任や児童会と連携をして
いく。

自ら進んで体力つくりを行う児
童の育成

外遊びとサーキットト
レーニングを1週間に
5回以上行った児童の

割合

80% 68% 85 B

・８０％を達成した学年は２学年であった。全校が
同じDVDを見ることで，各運動のレベルに合わせた
動きを児童に意識させることができた。運動が苦手
な児童も，「これならできるかも。」と意欲を持た
せることができた。
・教職員が各学年に合った体力づくりを見通して，
積極的に児童へ声かけを行っていくことが必要であ
る。
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・校内統一したDVD「瀬小っ子サーキッ
ト」を活用して運動好きになるきっかけと
外遊びも活発になるといいと思います。

・２学期は各サーキットのレベルをていねいに
紹介・実践し，定着・活用をめざしていく。各
担任が，単元に関連する運動を選択して行うこ
とも意識していく。
・各学級でレク係を中心に休憩時間の外遊びを
仕組んだり，担任が読書・教室・運動場と児童
と積極的に関わる場を作ったりしていく。

体調による食事量の調整と完食
調整した食事量を完食

できた児童の割合
90% 96% 107 A

・ＤＶＤの視聴により，給食準備の時間を
短縮し，食事ができる時間の確保を行って
いる。一人当たりの残食量は減っている
が，食事時間が短く，よく噛んで食べてい
る児童が少ない。肥満児童の割合が
13.4％（昨年度11.7％，尾道市平均
9.2％）と増加している。
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・時間の確保，残食量はよい方向に向かっ
ている。
・働きかけで完食できた割合が伸びて，い
い傾向です。引き続き食と運動をつなげて
取り組んでほしい。

・給食時間は，最低１５分間を確保し，お昼の
放送時に給食委員会によって呼びかけていく。
・安全に給食を食べるためにも，よく噛んで食
べる習慣を身に付けるように担任が声かけをし
ていく。
・肥満児童には，運動とつなげた取組を継続し
て行っていく。

信
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れ
る

学
校
づ
く
り

小中高一貫教
育の推進と開
かれた学校づ
くり

学校の情報公開の推進
・毎月のホームページ更新
（学年のページを充実させる）
・全学年でふるさと学習の実施

・毎月のホームページ
更新の割合
・年２回以上のふるさ
と学習の実施

100％

100％

100％

100 A

・毎月のホームページの更新を行い，コロナ下
での新しい生活様式に基づいた，授業や生活の
様子について情報発信を行った。また，職員室
前の掲示板にＨＰの写真を掲示して，児童にも
自分たちの様子をフィードバックしている。
・ふるさと学習については，校外学習や講師招
聘の自粛により，１学期は課題設定や調べ学習
までの進捗である。2学期から，感染予防に留
意しながら学習を進めていきたい。
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・写真が豊富なHPで様子が伝わります。
インターネットを使ったリモート化が進
み，授業や学習の仕方も変わっています。
ＩＴ技術を学ぶ機会が増えるといいです
ね。

・ICTが得意な教職員だけではなく，月末の
ルーチンとして，誰でも簡単にＨＰにアッ
プできるようにシステム化し，計画的に学
年のHPの充実を図っていきたい。
・安全第一に，今の学校生活様式で可能な
ふるさと学習を工夫しながら進めていく。
講師招聘ありきではなく，インターネット
やアンケート等，間接的に関わりが持てる
授業形態を工夫する。

　

e 評価指標

自ら健康な体を維持する
ための生活習慣の定着

確
か
な
学
力
の
向
上

豊
か
な
心
の
育
成

ルールやマ
ナーを身につ
け，自律した
学校生活を送
る意欲を高め
る。

健
や
か
な
体
の
育
成

心身の健康や
体力の向上を
図る教育活動
の推進

令和　２ 年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

「かしこく　やさしく　たくましく」

地域の強みを生かした小中高連携による瀬戸田教育の発展 a 　ビジョン
　地域や教職員が自校や地域に誇りが持て、地域から信頼される学校

めざす子供像　○　自ら考える子　　○思いやりのある子　　○あきらめない子

g
達成
値

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ ロ ハ
b 中期経営目標

「学びと育ち
の連続性」を
基盤に，確か
な学力の定着
を図る教育活
動の推進

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

落ち着いて学校生活を送
ることのできる雰囲気の
定着

j 結果と課題の説明
i

評
価

f
目
標
値

g
達成
値

様式1


